
性が共有された。
　男性が育休を取得することが増えてきた現代、女
性だけが負担するのではなく家庭や保育園との連携
や勤務時間の柔軟な調整に取り組む事例も現れてい
る。また、女性が現場で　少数派として孤立しやす
い状況も繰り返し語られた。「軽んじられる」「不公
平な扱い」といった声やハラスメントの問題も存在
する。一方で、多くの参加者が「ものづくりに携わ
る誇り」「技能を磨きたいという意欲」を強く持ち、
前向きに挑戦している姿勢も確認された。CADや
書類業務への挑戦、将来はリーダーとして活躍した
いという声も聞かれ、女性技能者の存在が現場に新
たな可能性をもたらしている。
　こうした議論を踏まえ、必要とされる改善策とし
ては、トイレや更衣室などハード面の整備に加え、
育児支援や働き方改革といった制度面の充実、そし
てハラスメント防止や意識改革の推進が挙げられ
る。担い手不足が深刻化する中、SNSや交流会を通
じて女性技能者同士のネットワークを広げること、
さらには女性の定着には「働きがい」と「働きやす
さ」の両立が不可欠であり多様な人材が安心して活
躍できる環境整備が建設業の持続的な発展となるこ
とが確認された。
　この女性活躍推進WG会で集った女性の技能者た
ちのパワーは、ものすごく力強く明るく活発で逞しさを
痛感し将来の鍵となることを確信した。

　女性活躍推進WGでは、
2022年に第１回から2025年
の第４回にわたり、全国で
活躍する鉄筋工事に携わる
女性経営者や鉄筋女子など
のメンバーが集い、現場の
課題や働き方、今後の展望

について意見交換を重ねてきた。第１回の会議では、
職人の担い手の募集はもちろん女性の担い手の確保
も視野に入れ、鉄筋工の仕事を知ってもらうため、
工業高校の生徒にイメージポスターを制作してもら
い、各工業高校や高等学校へ配布した。
　この業界においての女性の立ち位置や男性職員と
の認識の違いがあることがわかり、全国の鉄筋工で
働いている女性に困っていることや要望などの意見
をアンケートした。各回の議論を通じて浮かび上が
ったのは、女性技能者が強い意欲と誇りをもって仕事
に取り組んでいる一方で、環境整備や制度の面で依然
として多くの改善点が残されているという現実である。
　まず最も多くの声が寄せられたのがトイレや更衣
室など職場環境の不備である。すべての懇談会で指
摘された大きな課題であったが、少しずつ各地の現
場で女性専用トイレの設置や更衣室の整備が進めら
れ、首都圏の大型現場では手厚い設備になってきて
いる。清掃、設備が充実して快適に使用することが
出来ようになってきているが、女性専用トイレを男
性が勝手に使用する現状もあり男性の意識をもっと
変えて男女問わず働きやすい快適な環境づくりが強
く求められている。次に大きなテーマとなったのが
　育児・家庭との
両立である。子育
て中の技能者から
は、保育園の預か
り時間、急な呼び
出しへの対応、育
休や時短勤務制
度の利用のしにく
さなどが課題とし
て挙げられた。家
庭の理解と協力は
もちろん、職場と
しても柔軟に対応
できる体制の必要

全国女性技能者懇談会 　
令
和
7
年
2
月
28
日
に
「
第
4
回
全
国
女
性
技

能
者
懇
談
会
」
が
福
岡
県
福
岡
市
の
福
岡
県
鉄
筋

事
業
協
同
組
合
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

鉄
筋
女
性
活
躍
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、
芝
浦
工
大
建
築
学
科
蟹
澤
ゼ
ミ
生
、

建
設
業
振
興
基
金
人
材
育
成
支
援
担
当
者
と
前
回

の
全
国
8
団
体
所
属
よ
り
2
団
体
増
え
、
新
た
に

6
名
の
初
参
加
メ
ン
バ
ー
を
含
め
た
14
名
の
女
性

技
能
者
が
参
加
し
、
現
在
の
働
く
環
境
の
状
況
や

問
題
点
・
要
望
等
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

前
回
の
会
議
の
時
か
ら
、
こ
の
１
～
２
年
で
現
場

で
の
働
く
環
境
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

◦
地
方
で
も
女
性
ト
イ
レ
と
男
性
ト
イ
レ
が
し
っ

か
り
分
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

◦
土
木
の
現
場
で
、
全
面
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ

た
着
替
え
ス
ペ
ー
ス
・
パ
ス
ワ
ー
ド
付
き
の
女

性
専
用
の
休
憩
所
が
設
置
さ
れ
た

◦
現
場
監
督
の
女
性
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、現
場

事
務
所
、作
業
所
、ト
イ
レ
の
環
境
が
変
わ
っ
た

◦
女
性
の
外
国
人
技
能
実
習
生
も
見
か
け
る
よ
う

に
な
っ
た

◦
新
規
入
場
教
育
が
現
場
入
場
前
に
ア
プ
リ
で
実

施
、
危
険
箇
所
や
重
要
事
項
を
ク
イ
ズ
形
式
で

行
っ
た

◦
男
性
の
職
人
が
育
休
を
取
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た

◦
女
性
職
長
と
し
て
現
場
を
任
さ
れ
る
こ
と
で
、

元
請
職
員
や
他
職
の
女
性
社
員
と
も
交
流
が
広

が
り
認
知
さ
れ
、
仕
事
が
や
り
や
す
く
な
っ
た

第４回 全国女性技能者懇談会第４回 全国女性技能者懇談会
つ
な
が
ろ
う
女
性
鉄
筋
工
の
和（
輪
）

第４回　全国女性技能者懇談会
令和７年２月28日（金）

於　福岡県鉄筋事業協同組合 会議室

１．挨拶　女性活躍推進WG　GL　宮本ゆり子
２．芝浦工業大学大学院／芝浦工業大学建築学部
　　　　　　　　髙田貴代香　様・金子　美菜　様
３．全国女性技能者懇談会
　　「つながろう女性鉄筋工の和」
　・参加者の日常業務について（立場と仕事内容など）
　・女性特有の苦労や問題点について
　・問題点に対する解決策は
４．懇談会総評　一般財団法人建設業振興基金
　　経営基盤整備支援センター 人材育成支援課
　　　　　　　　　　　　　　　　南條あかり　様
５．全国女性技能者懇親会
　　〔夕食を楽しみながらの懇親会〕

女性技能者

岡山県鉄筋協同組合
藤田　美幸 様

茨城県鉄筋業協同組合
湯澤　奈々実 様

岡山県鉄筋協同組合
岸田　彩花 様

東京都鉄筋業協同組合
斎藤　絵理 様

岡山県鉄筋協同組合
片山　　楓 様

協同組合東京鉄筋工業協会
森　　美咲 様

山口県鉄筋工業協同組合
増金　由紀子 様

長野県鉄筋業協会
伊東　美樹 様

山口県鉄筋工業協同組合
角屋　里海 様

静岡県鉄筋業協同組合
國井　七虹 様

愛媛県鉄筋業協同組合
上松　真夢 様

関西鉄筋工業協同組合
中村　奈々 様

一般社団法人
関西鉄筋工業下請連合会

新里　由美 様
関西鉄筋工業協同組合

橋本　朱理 様

今
後
、
女
性
に
と
っ
て
働
き
す
い
職
場
に
す
る
た

め
の
現
状
の
問
題
点
や
要
望
は
？

◦
子
育
て
中
な
の
で
、
朝
の
朝
礼
に
間
に
合
わ
な

い
と
引
け
目
を
感
じ
る
が
、
作
業
時
間
が
違
う

作
業
者
同
士
が
作
業
内
容
や
注
意
事
項
が
共
有

で
き
れ
ば
、
誰
で
も
休
み
が
と
り
や
す
く
な
る

◦
遠
い
現
場
や
、
新
規
入
場
時
の
朝
早
い
時
間
帯

に
送
迎
や
見
守
り
な
ど
の
地
域
の
支
援
、
会
社

の
支
援
が
拡
充
し
て
ほ
し
い

◦
妊
娠
中
や
、
育
休
中
な
ど
現
場
で
作
業
が
で
き

な
い
と
き
に
、
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
に
対
応
で

き
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
積
算
、
資
格
取
得
支
援
な
ど
の

教
育
制
度
が
必
要

◦
早
く
仕
事
を
覚
え
た
い
の
で
、「
見
て
覚
え
ろ
」

で
は
な
く
、
最
初
は
「
こ
と
ば
」
が
大
切
で
あ
る

◦
一
人
前
に
な
る
の
に
、
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る

の
で
、
育
成
に
は
明
文
化
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が

必
要

◦
会
社
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
違
う
建
築
用
語
や
道

具
、
鉄
筋
の
仕
様
の
ル
ー
ル
、
安
全
の
ル
ー
ル

な
ど
呼
び
名
を
共
通
に
し
て
簡
単
に
ア
プ
リ
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か

◦
こ
の
仕
事
の
面
白
さ
や
業
種
自
体
が
認
知
さ
れ

づ
ら
い
の
で
、
女
性
で
も
活
躍
し
て
い
る
姿
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
、
広
く
認
知
さ
れ
る
よ

う
活
動
が
必
要

◦
「
女
性
職
長
」「
外
国
人
の
職
長
」「
組
立
以
外

の
仕
事
で
活
躍
す
る
人
」
な
ど
様
々
な
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
発
信
す
る
こ
と
で
他
業
種
へ
の
流
出

の
抑
止
や
新
規
入
職
者
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に

な
る
の
で
は
な
い
か

　
今
回
の
女
性
会
議
で
は
、

「
マ
マ
さ
ん
職
人
」「
新
入
社

員
の
育
成
を
担
う
女
性
職
人
」

な
ど
懇
談
会
に
さ
ま
ざ
ま
な

背
景
を
持
つ
作
業
者
が
参
加

し
、
明
る
く
前
向
き
な
意
見

が
飛
び
交
い
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
環
境
変
化
に
強
い
対
応

力
を
特
性
に
持
つ
女
性
が
自

分
自
身
の
経
験
を
活
か
し
、

「
少
数
派
」
の
意
見
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
少
数
派
で
あ
っ

た
「
外
国
人
技
能
者
」
や
「
新

規
入
職
者
」
と
共
通
の
課
題
も
多
く
、
目
指
す
べ

き
「
快
適
な
職
場
の
環
境
設
定
と
育
成
課
題
」
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
す
。

　
建
設
業
が「
す
べ
て
の
人
に
働
き
や
す
い
職
場
」

を
目
指
し
、国
交
省
が
担
い
手
確
保
の
た
め
に「
女

性
定
着
推
進
に
向
け
た
産
業
行
動
計
画
」
の
策
定

か
ら
早
5
年
、
実
際
の
作
業
現
場
で
元
請
女
性
職

員
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
の
技
術
者
、
技
能
者
の

増
加
に
伴
い
、
こ
こ
数
年
で
働
く
環
境
が
急
速
に

改
善
さ
れ
て
い
る
様
子
を
肌
で
感
じ
る
様
に
な
っ

た
今
、
次
な
る
変
革
の
入
り
口
に
歩
み
を
進
め
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
建
設
業
の
転
換
期
で
あ
る
歴
史
が
変
わ
る
そ
の

1
ペ
ー
ジ
に
一
員
と
し
て
立
ち
会
え
る
機
会
が
あ

る
こ
と
は
、職
業
人
と
し
て
こ
の
上
な
い
経
験
で
す
。

　「
変
革
」
を
恐
れ
ず
、「
多
様
性
」
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
、
今
の
現
場
で
活
躍
す
る
作
業
者
に
と
っ

て
の
働
き
や
す
い
安
全
で
快
適
な
環
境
、
健
康
で

女性活躍推進WG
山口県鉄筋工業協同組合

WＧＬ

宮本　ゆり子
北海道鉄筋業協同組合

WG委員

皆川　則子 様
東京都鉄筋業協同組合

WG委員

斎藤　淑江 様
神奈川県鉄筋業協同組合

WG委員

駒井　真里 様

出　席　者出　席　者
特別参加

一般財団法人建設業振興基金経営基盤
整備支援センター 人材育成支援課

南條　あかり 様
芝浦工業大学大学院

修士１年

髙田　貴代香 様
芝浦工業大学建築学部

４年

金子　美菜 様 子
育
て
支
援
の
拡
充
を

全
鉄
筋
　

女
性
技
能
者
懇
談
会

　
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
︵
岩
田

正
吾
会
長
︶
は
２
月

日

福
岡

市
の
福
岡
県
鉄
筋
事
業
協
同
組
合

事
務
所
で
第
４
回
全
国
女
性
技
能

者
懇
談
会
を
開
い
た
‖
写
真

参

加
者
か
ら
は
ト
イ
レ
を
は
じ
め
と

す
る
現
場
環
境
は
こ
こ
数
年
で
大

き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
と
の
声
が

上
が
る
一
方

子
ど
も
の
送
り
迎

え
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
出
勤
形
態

な
ど

子
育
て
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
が
相
次
い
だ


　
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
い
た
懇

談
会
に
は

全
国
か
ら
集
ま

た

女
性
技
能
者

人
や
全
鉄
筋
の
女

性
活
躍
推
進
ワ

キ
ン
グ
グ
ル


プ
︵
Ｗ
Ｇ
︶
メ
ン
バ


芝
浦
工

業
大
学
の
蟹
澤
ゼ
ミ
生

建
設
業

振
興
基
金
の
人
材
育
成
支
援
担
当

者
ら
が
参
加
し

女
性
が
さ
ら
に

活
躍
で
き
る
環
境
整
備
に
必
要
な

取
り
組
み
な
ど
を
共
有
し
た


　
冒
頭

Ｗ
Ｇ
の
宮
本
ゆ
り
子
リ


ダ

は
﹁
懇
談
会
は
横
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
に
な

る

鉄
筋
工
事
業
界
で
女
性
が
活

躍
で
き
る
場
面
は
多
い

さ
ら
に

ネ

ト
ワ

ク
を
強
化
し

女
性

パ
ワ

を
発
信
し
て
い
き
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
た


　
女
性
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
に

つ
い
て
は

﹁
特
に
ト
イ
レ
は
こ

こ
数
年
で
大
き
く
改
善
し

作
業

所
の
快
適
性
も
向
上
し
て
い
る
﹂

﹁
女
性
専
用
の
休
憩
所
が
あ
る
現

場
も
あ
る
﹂
﹁
女
性
の
現
場
監
督

が
増
え

女
性
目
線
で
の
環
境
整

備
が
進
ん
で
い
る
﹂
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た


　
一
方

子
育
て
中
の
女
性
技
能

者
か
ら
は

﹁
直
行
直
帰
を
認
め

て
も
ら

て
い
る
が

突
発
的
な

子
供
の
病
気
な
ど
へ
の
対
応
を
も


と
し
て
も
ら
え
れ
ば
助
か
る
﹂

﹁
親
の
協
力
が
な
け
れ
ば
８
時
５

時
の
勤
務
は
な
か
な
か
難
し
い
﹂

な
ど

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
声

が
相
次
い
だ

﹁
子
ど
も
の
送
り

迎
え
を
サ
ポ

ト
す
る
制
度
が
あ

れ
ば
女
性
の
新
規
入
職
も
進
む
﹂

と
い
う
意
見
も
上
が

た


　
建
設
業
振
興
基
金
経
営
基
盤
整

備
支
援
セ
ン
タ

人
材
育
成
支
援

課
の
南
條
あ
か
り
氏
は
﹁
昨
年
も

参
加
し
た
が

昨
年
に
も
増
し
て

活
発
な
議
論
だ

た

ト
イ
レ
の

整
備
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か


た
﹂
と
総
評
し

女
性
活
躍
を

推
進
す
る
今
後
の
活
動
に
期
待
を

寄
せ
た

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子
育
て
支
援
の
拡
充
を

全
鉄
筋
　

女
性
技
能
者
懇
談
会

　
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
︵
岩
田

正
吾
会
長
︶
は
２
月

日

福
岡

市
の
福
岡
県
鉄
筋
事
業
協
同
組
合

事
務
所
で
第
４
回
全
国
女
性
技
能

者
懇
談
会
を
開
い
た
‖
写
真

参

加
者
か
ら
は
ト
イ
レ
を
は
じ
め
と

す
る
現
場
環
境
は
こ
こ
数
年
で
大

き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
と
の
声
が

上
が
る
一
方

子
ど
も
の
送
り
迎

え
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
出
勤
形
態

な
ど

子
育
て
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
が
相
次
い
だ


　
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
い
た
懇

談
会
に
は

全
国
か
ら
集
ま

た

女
性
技
能
者

人
や
全
鉄
筋
の
女

性
活
躍
推
進
ワ

キ
ン
グ
グ
ル


プ
︵
Ｗ
Ｇ
︶
メ
ン
バ


芝
浦
工

業
大
学
の
蟹
澤
ゼ
ミ
生

建
設
業

振
興
基
金
の
人
材
育
成
支
援
担
当

者
ら
が
参
加
し

女
性
が
さ
ら
に

活
躍
で
き
る
環
境
整
備
に
必
要
な

取
り
組
み
な
ど
を
共
有
し
た


　
冒
頭

Ｗ
Ｇ
の
宮
本
ゆ
り
子
リ


ダ

は
﹁
懇
談
会
は
横
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
に
な

る

鉄
筋
工
事
業
界
で
女
性
が
活

躍
で
き
る
場
面
は
多
い

さ
ら
に

ネ

ト
ワ

ク
を
強
化
し

女
性

パ
ワ

を
発
信
し
て
い
き
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
た


　
女
性
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
に

つ
い
て
は

﹁
特
に
ト
イ
レ
は
こ

こ
数
年
で
大
き
く
改
善
し

作
業

所
の
快
適
性
も
向
上
し
て
い
る
﹂

﹁
女
性
専
用
の
休
憩
所
が
あ
る
現

場
も
あ
る
﹂
﹁
女
性
の
現
場
監
督

が
増
え

女
性
目
線
で
の
環
境
整

備
が
進
ん
で
い
る
﹂
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た


　
一
方

子
育
て
中
の
女
性
技
能

者
か
ら
は

﹁
直
行
直
帰
を
認
め

て
も
ら

て
い
る
が

突
発
的
な

子
供
の
病
気
な
ど
へ
の
対
応
を
も


と
し
て
も
ら
え
れ
ば
助
か
る
﹂

﹁
親
の
協
力
が
な
け
れ
ば
８
時
５

時
の
勤
務
は
な
か
な
か
難
し
い
﹂

な
ど

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
声

が
相
次
い
だ

﹁
子
ど
も
の
送
り

迎
え
を
サ
ポ

ト
す
る
制
度
が
あ

れ
ば
女
性
の
新
規
入
職
も
進
む
﹂

と
い
う
意
見
も
上
が

た


　
建
設
業
振
興
基
金
経
営
基
盤
整

備
支
援
セ
ン
タ

人
材
育
成
支
援

課
の
南
條
あ
か
り
氏
は
﹁
昨
年
も

参
加
し
た
が

昨
年
に
も
増
し
て

活
発
な
議
論
だ

た

ト
イ
レ
の

整
備
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か


た
﹂
と
総
評
し

女
性
活
躍
を

推
進
す
る
今
後
の
活
動
に
期
待
を

寄
せ
た

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調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
日
常
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
性
別
、
年
齢
、
国
籍
、
経
験
を
超
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
理
解
し
あ
い
、
学
び
あ
い
、
力
を
合
わ
せ

こ
の
国
を
支
え
続
け
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
を

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
「
女
性
技
能
者
懇
談
会
」

が
一
助
に
な
れ
る
様
、
発
信
、
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建設通信新聞　2025年3月4日

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。
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第
３
回
全
国
女
性
技
能
者
懇
談
会

第
３
回
全
国
女
性
技
能
者
懇
談
会

つ
な
が
ろ
う
女
性
鉄
筋
工
の
和

第３回　全国女性技能者懇談会
令和６年２月16日（金）

於　万国橋会議センター 403号会議室

１．会長挨拶　全鉄筋会長　　　　岩田　正吾【Web】

２．来賓挨拶　一般財団法人建設業振興基金
　　経営基盤整備支援センター（女性定着促進）
　　　　　　　　久保　　萌　様・南條あかり　様
３．芝浦工業大学建築学部建築学科
　　　　　　　　髙田貴代香　様・金子　美菜　様
４．全国女性技能者懇談会
　　「つながろう女性鉄筋工の和」
　・参加者の日常業務について（立場と仕事内容など）
　・女性特有の苦労や問題点について
　・問題点に対する解決策は
５．懇談会総評　女性活躍推進WG　GL
　　　　　　　　　　　　　　　　宮本ゆり子
６．全国女性技能者懇親会
　　〔夕食を楽しみながらの懇親会〕

女性活躍推進WG
山口県鉄筋工業協同組合

宮本　ゆり子
グループリーダー

神奈川県鉄筋業協同組合

駒井　真里 様

東京都鉄筋業協同組合

齋藤　淑江 様

特別参加
一般財団法人建設業振興基金

久保　萌 様・南條　あかり 様

芝浦工業大学建築学部建築学科
髙田　貴代香 様・金子　美菜 様

女性技能者

茨城県鉄筋業協同組合
湯澤　奈々実 様

東京都鉄筋業協同組合
齋藤　絵理 様

協同組合東京都鉄筋工業組合
森　　美咲 様

関西鉄筋工業協同組合
中村　奈々 様

長野県鉄筋業協会
橋本　美樹 様

岡山県鉄筋協同組合
藤田　美幸 様

愛知鉄筋業協同組合
林　奈緒子 様

山口県鉄筋工業協同組合
角屋　里美 様

　
令
和
6
年
2
月
16
日
に
「
第
3
回
　
全
国
女
性
技

能
者
懇
談
会
」
が
神
奈
川
県
横
浜
市
の
万
国
橋
会
議

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は

全
鉄
筋
女
性
活
躍
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
芝
浦
工
大
建
築
学
科
蟹
澤
ゼ
ミ
生
、
建

設
業
振
興
基
金
女
性
定
着
促
進
担
当
者
と
前
回
の
全

国
6
団
体
所
属
よ
り
2
団
体
増
え
8
名
の
女
性
技
能

者
が
参
加
し
、現
在
の
働
く
環
境
の
状
況
や
問
題
点
・

要
望
等
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
問
題
と
な
っ
た
現
場
の
ト
イ
レ
問
題
で
は
、

ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
か
？

◦
地
方
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
進
捗
は
な
い

◦
首
都
圏
の
大
型
現
場
で
は
ほ
ぼ
改
善
さ
れ
て
お

り
音
姫
が
つ
い
て
い
る
な
ど
、
手
厚
い
環
境
に

な
っ
た

◦
女
子
専
用
ト
イ
レ
に
も
関
わ
ら
ず
男
子
が
勝
手
に

使
用
し
て
い
る

◦
男
女
兼
用
ト
イ
レ
で
は
男
性
使
用
後
の
清
掃
が

な
い

　
設
備
の
充
実
よ
り
快
適
に
使
用
す
る
こ
と
の
ほ
う

が
重
要
と
の
こ
と
か
ら
男
性
の
意
識
を
も
っ
と
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意
見
と
な
り
ま
し

た
。

働
き
や
す
い
環
境
の
問
題
点
と
要
望
は
？

◦
ゼ
ネ
コ
ン
に
対
し
て
朝
礼
時
の
新
規
入
場
な
ど
の

無
駄
な
時
間
を
な
く
し
て
も
ら
い
た
い

◦
新
規
入
場
に
1
時
間
も
か
か
る
な
ら
事
前
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
欲
し
い

◦
子
供
を
保
育
所
に
預
け
て
現
場
に
遅
刻
す
る
時
も

情
報
共
有
し
て
あ
れ
ば
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
こ

と
な
く
出
社
で
き
る

◦
そ
の
現
場
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
タ
ッ

チ
す
る
と
現
場
情
報
が
入
っ
て
い
て
、
安
全
項
目
や

危
険
箇
所
を
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
な
ど
で
確
認
済
み
な

ど
が
で
き
た
ら
時
間
短
縮
に
な
る

　
子
育
て
中
の
マ
マ
職
人
に
と
っ
て
は
、
通
勤
時
間

と
保
育
所
や
託
児
所
の
時
間
の
両
立
が
問
題
と
な
っ

て
い
て
、
一
緒
に
仕
事
を
す
る
仲
間
と
の
協
力
と
理

解
が
と
て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
担
い
手
確
保
の
問
題
点
と
し
て
職
人
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
中
で
外
国
人
の
技
能
実
習
生
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
女
性
技
能
工
に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
が
も
っ
と
気
軽
に
建
設
業
界
に
入
職

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
労
働
環
境
の
改
善
や
提
供
が

必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
女
性
が
建
設
現
場
で
安
心
し
て

働
け
る
よ
う
「
必
須
」
と
「
義
務
化
」
を
取
り
入
れ

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
よ
り
明
確
に
す
る
よ
う
に
国
土

交
通
省
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
行
政
機
関
を
通
し
て

ゼ
ネ
コ
ン
に
対
し
て
働
き
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
鉄
筋
工
事
自
体
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
出
前
講
座
に
も
女
性
が
積
極
的
に
参
画
し
、
父
兄

を
巻
き
込
ん
で
職
業
の
安
全
性
や
重
要
性
な
ど
を
説

明
し
て
い
く
こ
と
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
女
性
技
能
者
の

働
く
姿
を
発
信
す
る
こ
と
で
、「
女
性
で
も
で
き
る
」

「
か
っ
こ
い
い
」
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
大
切
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
じ
て
、
鉄
筋
の
重
要

性
・
価
値
な
ど
、
こ
の

業
界
で
働
く
す
べ
て
の

人
が
、
な
お
一
層
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
今
回
の
意
見
も
一
日

も
早
く
改
善
さ
れ
る
よ

う
に
、業
界
一
丸
と
な
っ

て
問
題
に
取
り
組
め
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

日刊建設工業新聞　2024年2月22日

出　席　者出　席　者

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。
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第
２
回
全
国
女
性
技
能
者
懇
談
会

第
２
回
全
国
女
性
技
能
者
懇
談
会

つ
な
が
ろ
う 

女
性
鉄
筋
工
の
和

　
全
鉄
筋
に
「
女
性
活
躍
推
進
Ｗ
Ｇ
」
が
発
足
し
て

か
ら
約
5
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
3
年
前
に
発
生
し

た
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
が
出
来
ず
、
鉄
筋

工
の
人
手
不
足
解
消
の
観
点
か
ら
入
職
者
を
増
や
す

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
高
校
生
に
お
願
い
し
て
作
成

し
た
り
、
全
国
で
働
く
女
性
鉄
筋
工
の
Ｗ
ｅ
ｂ
懇
談

会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
去
る
2
月

17
日
に
関
西
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合
の
会
議
室
に
於

い
て
、「
つ
な
が
ろ
う
女
性
鉄
筋
工
の
和
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
全
国
で
働
く
女
性
の
鉄
筋
工
技
能
者
が

実
際
に
集
ま
り
顔
を
合
わ
せ
て
生
の
声
・
本
音
ト
ー

ク
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
全
国
6
団
体
所
属
の
女
性

鉄
筋
工
で
、
実
際
に
子
供
を
育
て
な
が
ら
現
場
で
働

く
難
し
さ
や
環
境
な
ど
、
彼
女
た
ち
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
や
各
人
の
苦
労
話
や
要
望
を
も
と
に
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
現
場
環
境
と
し
て
前
回
Ｗ
ｅ
ｂ
懇
談
会
で
も

ト
イ
レ
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
…

◦
用
を
足
す
だ
け
の
土
木
の
現
場
も
あ
れ
ば
、
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
建
設
現
場
で
は
ト
イ
レ
・
鏡
も
あ
り
、

ま
れ
に
特
別
な
更
衣
室
な
ど
も
あ
る
現
場
が
あ

る
。
そ
ん
な
に
特
別
で
な
く
て
良
い
、
む
し
ろ
男

子
に
も
顔
を
洗
わ
な
い
で
来
る
職
人
に
対
し
て
鏡

程
度
は
付
け
て
身
だ
し
な
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
良
い
と

思
う
。

鉄
筋
屋
を
選
択
し
た
理
由
…

◦
事
務
作
業
よ
り
体
を
動
か
す
仕
事
が
好
き
。

◦
高
校
卒
業
で
事
務
職
と
し
て
入
職
し
た
が
、
こ
の

仕
事
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
現
場
で
や
っ
て
み
た
い

な
と
思
い
、
い
ざ
現
場
に
行
っ
て
仕
事
を
や
っ
て

み
た
ら
達
成
感
に
ど
ん
ど
ん
は
ま
っ
て
い
っ
た
。

現
場
で
の
女
性
に
対
し
て
偏
見
が
あ
る
か
…

◦
女
性
だ
か
ら
外
国
人
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
は
、
個

人
的
な
意
見
で
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
資

格
取
得
や
専
門
的
知
識
を
学
ん
だ
り
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
て
、
馬
鹿
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

解
消
で
き
る
問
題
だ
と
思
う
。

◦
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
対
し
て
、
現
場
の
入
場
だ
け

で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
は
不
公
平
だ
と
思
う
。

◦
鉄
筋
屋
に
係
る
す
べ
て
の
技
術
は
現
場
作
業
で
結

束
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

◦
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
構
造
図
、
配
筋
図
や
、
鉄
筋
納
ま
り
図

の
活
用
を
上
手
に
利
用
し
た
り
、
加
工
の
精
度
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
り
す
る
と
現
場
が
捗
る
の
で
、
内

勤
者
に
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
活
用
が
さ
れ
た
方
が
良
い
。

◦
産
後
の
内
勤
で
の
仕
事
中
に
、
作
業
現
場
だ
け
の

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
カ
ウ
ン
ト
で
は
不
公
平
。

◦
仕
事
内
容
に
よ
っ
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
。
建
退
協
も
同
様

だ
と
思
う
。

目
標
…

◦
女
性
が
資
格
取
得
す
る
に
あ
た
り
、
い
ま
ま
で
男
の
仕
事
だ
と
思
わ
れ
て
い

た
仕
事
を
変
え
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。
ま
た
外
国
人
の
技
能
者
や
特
定
技
能

者
が
こ
の
仕
事
を
楽
し
い
、
日
本
で
暮
ら
せ
る
と
い
う
環
境
が
整
え
ば
も
っ

と
鉄
筋
工
の
人
数
も
増
え
て
い
く
と
思
う

　
集
ま
っ
た
女
性
技
能
工
の
人
た
ち
は
本
当
に
鉄
筋
の
仕
事
が
大
好
き
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
業
界
に
と
っ
て
誇
り
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
彼
女
た
ち
の
多
く
の
意
見
の
中
に
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
の
難
し

さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
仕
事
に
お
い
て
も
同
じ
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
旦
那
さ
ん
や
家
族
の
協
力
で
解
消
さ
れ
た
り
、

周
り
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
中
に
は
現
場
に
保
育
所
が
あ
れ

ば
良
い
の
に
な
ぁ
な
ど
の
意
見
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
地
方
地
方
の
環
境
が
違
う
意
見
と
外
国
人
の
意
見
も
混
ざ
り
、
と
て

も
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
彼
女
た
ち
の
中
に
、
緊
急
事
態
時
に
現
場
に
子
供
を
連
れ
て
行
く
方
法
が
あ

れ
ば
良
い
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
キ
ッ
ズ
ラ
イ
ン
と
い
う
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
に
お
願
い
す
る
施
設
環
境
が
あ
れ
ば
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
シ
ン
グ
ル

フ
ァ
ザ
ー
な
ど
も
対
応
で
き
て
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
慈
善
事
業
を
利
用
し
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
の
一
環
に
取
り
入
れ
て
い

け
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
は
少
子
化
少
子
化
と
騒
い
で
い
る
が
、
今
回
の
た
く
ま
し
い
こ
の
女
性
技

能
工
に
産
後
復
活
時
の
割
増
賃
金
で
も
払
っ
て
あ
げ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、

女
子
の
技
能
工
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
、
そ
れ
に
付
随
す
る
職
人
の
採
用
な

ど
、
様
々
な
環
境
が
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
る
気
が
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
の
意
見
が
一
日
も
早
く
、
国
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
全
鉄

筋
を
通
じ
て
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

女
性
活
躍
推
進
Ｗ
Ｇ

第２回　全国女性技能者懇談会
令和５年２月17日（金）

於　関西鉄筋工業協同組合　会議室

１．会長挨拶　全鉄筋会長	 岩田　正吾
２．来賓挨拶　国土交通省　不動産・建設経済局
　　　　　　　建設市場整備課　課長補佐
　　　　　　　　　　	 堀越　崇志　様
３．来賓挨拶　一般財団法人建設業振興基金　理事
	 奥地　正敏　様
４．全国女性技能者懇談会
　　「つながろう女性鉄筋工の和」
　◦参加者の日常業務について（立場と仕事内容など）
　◦女性特有の苦労や問題点について
　◦問題点に対する解決策は
５．懇談会総評　女性活躍推進WG　GL
	 宮本　ゆり子
６．全国女性技能者懇親会
　　［夕食を楽しみながらの懇親会］

女性技能者

茨城県鉄筋業協同組合
湯澤　奈々実 様

東京都鉄筋業協同組合
齊藤　絵理 様

東京都鉄筋業協同組合
須永　亜希 様

協同組合東京都鉄筋工業組合
森　　美咲 様

長野県鉄筋業協会
橋本　美樹 様

関西鉄筋工業協同組合
小林　美穂 様

関西鉄筋工業協同組合
中西　　愛 様

関西鉄筋工業協同組合
中村　奈々 様

関西鉄筋工業協同組合
DOAN THI THUY HANG 様

山口県鉄筋工業協同組合
角屋　里美 様

特別参加

国土交通省
不動産・建設経済局
鈴木　千晶 様

芝浦工業大学　蟹澤ゼミ
小此鬼　彩夏 様
上村　　　遥 様
髙田　貴代香 様

日刊建設工業新聞　2023年2月21日

女性活躍推進WG
山口県鉄筋工業協同組合

宮本　ゆり子
グループリーダー

神奈川県鉄筋業協同組合
駒井　真里 様

会長・来賓

全鉄筋
岩田　正吾 会長

国土交通省
堀越　崇志 様

建設業振興基金理事
奥地　正敏 様

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。
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　「
つ
な
が
ろ
う
女
性
鉄
筋
工
の
和
」
と
題
し
て
全
国
の
女
性
鉄
筋
工
の

方
々
の
意
見
を
聞
い
て
み
よ
う
と
、
令
和
4
年
1
月
20
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
、会
社
で
は
1
人
の
女
性
鉄
筋
工
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

全
国
に
は
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
仲
間
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら

い
、
技
能
者
の
更
な
る
士
気
向
上
を
第
一
の
目
的
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
雇
用
す
る
側
の
企
業
に
対
し
て
は
、
女
性
技
能
者
を
長
く
雇
用
す

る
た
め
の
改
善
を
知
る
一
助
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
実
際
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
意
見
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
ト
イ
レ
環
境

や
更
衣
室
問
題
が
何
年
た
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
い
と
い
う
現
実
で
し
た
。

現
場
の
規
模
に
よ
り
難
し
い
所
が
あ
る
の
は
理
解
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
ト
イ
レ
の
使
い
方
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
　
商
業
施
設
な
ど
で

は
女
性
ト
イ
レ
に
男
性
が
入
る
こ
と
な
ど
な
い
の
に
、
現
場
で
は
あ
る
と

い
う
モ
ラ
ル
の
欠
如
に
よ
る
問
題
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
様
々
な
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
改
善
要
求
を
関
係
各
所
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
更
に
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
座
談
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
女
性
鉄
筋
工
の
皆

様
、
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
よ

う
な
会
を
継

続
し
、
よ
り

良
い
労
働
環

境
の
確
保
に

向
け
て
頑

張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

第２段階 女性技能者アンケート調査（抜粋）

第１段階 企業アンケート調査（抜粋）
【質問】女性技能者に伝えたいことを
・仕事を覚えて段取りをうまくできるようになれば、職長にも親方にもなっていけると思い
ますので、頑張って上を目指してください。

・男性が多い中、頑張られていることはすごいことだと思います。是非続けてください、応
援しています。

・男性職のイメージが強いですが、現場でも女性目線でのとらえ方や考え方で、今以上に今
後は女性が活躍できる魅力のある鉄筋工事業だと思います。

1 貴方は、たくさんの選択肢からどうして肉体労働の鉄筋工を選んだのですか。
・楽しさと達成感、やりがいを一番感じられるから

2 鉄筋加工組立の作業全般で、女性も可能な、むしろ適している作業はありますか。
・重いものを持ち上げたり運んだりの力仕事ではない限り、女性でも可能
・細かい作業においては女性が適していると思う

3 それでは逆に、女性では無理な作業は、どのようなことですか。
・重量の重い鉄筋の取り扱いや、複雑な加工物は力のいる作業が多いので、女性には難しい

4 仕事として、女性目線の「楽しさ」や「やりがい」を感じることは何ですか。
・作業自体に女性、男性の性差は関係ないので女性目線とは違いますが、機械の取り扱
いや入力に必要な知識を覚えて、一人で加工ができるようになって上司に褒められた
りするとやりがいを感じる

・色々な業者の人達と関わりながらみんなで造る達成感が、階を上がるごとに深まって
いくのでやりがいをとても感じる

・男性ばかりの職場で、さっぱりしていて人間関係で悩むことが少ない　口の悪い人も
いるが、根から性格が悪いわけではないので、慣れ

5 今、目標であったり、鉄筋工における夢はありますか。
・組立施工の一級を取り、基幹技能を所得し、会社を持ちたい
・鉄筋技能士の資格を取得したので、次は施工図やCADをマスターしたい
・子供に自慢できる仕事を長く続けられたらなと思う
・今の夢は、技能試験に合格すること
　大きな夢は、たくさんの若い人に鉄筋工を知ってもらい、盛り上げて行きたい

6 この鉄筋業界の魅力を、一言でいうと何ですか。
・時給の良さ、休みが取りやすいこと
・建物が完成したときの達成感と、経験と様々な資格でスキルアップが出来ること
・建物の構造上、最も大切な部分を作る作業であること
・自分が関わった建物が残ること

7 仕事を辞めたい、替えたいと思ったことがあれば、その理由は何ですか。
・冬の時期の冷たい雨の中仕事する時
・会社の中での人間関係

8 仕事をする上で、不便を感じることを列記してください。
・トイレ、着替える場所【意見多数】
・トイレの不備、階が上がってのスカイトイレがない

9 結婚や、子供ができても仕事を続けられますか。また、不安は？
・続けられないと思う。子供を預けて働いても、現場が遠いとお迎え時間も考えて会社
に迷惑をかける

・まだ想像がつかないが、鉄筋工事の仕事が大きく変わらないと思うので、復帰しやす
いのかなと思った
また、仕事と家庭の両立にあたり、時短制度や休暇が取りやすい環境も大切だと思う

・子供を二人出産したが復帰できた、他の業界より復帰しやすいと思う
不安は、早朝から預けられる保育園がなかなか見つからないので、そこが難しいところ

・現場の仕事は、朝が早く帰りが遅いので厳しい面が多くある。周りの協力が必要
10 仕事中の出来事で、壁にぶつかったこと、嫌に思ったことなどがありましたか。
・職人に強く怒られたときはトイレで泣いた
・11年も経てば図太くなり、メンタルも強くなったが、最初は怖かった

11 仕事中に、悪い意味の男女差別（ハラスメント）などを受けたことがありますか。
・夏にポロシャツになった時に胸の形が出るせいか、男性社員の目（いやらしい目）が気
になることがあったため、最近では夏でも作業服の上に上着を着て仕事をしている
また、男性社員と話をしていると、やはり性に関することが話題になることもあり、
正直ドン引きする

・言葉のセクハラ、「子供はまだ？」等のハラスメント
12 男性との体力差は否めませんが、何か工夫していることはありますか。
・体力づくりのため、ランニングや筋力トレーニングをしている
・どうしても体力差は出来てしまうし無理をすると怪我の元なので、無理をしないで少
し休憩をとりながら作業をするようにしている

13 総じて、女性が現場に出るときの、注意すべき点は何でしょうか。
・甘えすぎるのも良くないけど、頼らなすぎるのも良くない
・男性には分らない事が多い為、ちゃんと自分の意見を言えないといけないし、周りを
頼る事も必要

14 女性技能者を増やすためにはどのような「改善」や「取組み」が必要ですか？
・清潔感のある職場、現場だと思う
・建築業は男性の仕事・職人さんは怖い・肉体労働できついというイメージを持つ方が
多いと思うので、現場はみんなで協力して大きなやりがいを感じることができ、女性
も活躍できる職場だということをアピールする事が大事

・年間休日の増加や、始業・終業時間の個人の実情（子育て中等）に合わせた調節をし
ていただけたら有難い　男女のトイレの場所を完全に分ける等、セクハラにつながり
にくい状況を作っていただけたら有難い

・トイレは、男女別にする。更衣室の設置【意見多数】
15 求人活動において求職者へアピール出来る事。
・女性でも出来る作業は沢山あるし、トイレも男女別の現場が増えている
資格も色々取らせてくれるので、給料も少しずつだが上がっていくのが魅力

・鉄筋業はなかなか踏み出しにくい仕事かとは思うが、誇りを持ちながら出来る仕事
手に職をつけてステップアップを目指せる機会が沢山ある

・自分が携わった鉄筋によって建物が建ち、地図に載る子供に誇れる仕事だと思う

・現在、当社は女性技能工がいません。しかし、これからは女性に活躍してもらうことが出
来ない会社に将来は無いかもしれないと危機感を抱いています。先ずは女性技能者の採用、
それから気分よく働いてもらう環境をどのように作っていくか？

・大変関心がありますし、大いに期待しています。頑張ってください。
・女性技能者が在籍していない会社は、どうすれば入社してくれるのか？どうすれば働きや
すい環境となるか？など分からないことが多くあります。女性技能者の皆様がどのような
お考えを持って仕事に取り組んでいるのかをどんどん発信していくことが、今後更なる女
性技能者の増加や活躍に繋がると思います。
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今後の対応について

今年度実施内容

女性技能者女性技能者のの

Web懇談会Web懇談会

全
国

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。
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（一般社団法人日本塗装工業会） 

女性会員および後継者との意見交換会 
 

意見交換会の目的： 

塗装工事業における“女性活躍社会の実現”に向けて必要なこと、私たちの仕事を取り巻く課題や問題

点また、それらを改善するにあたっての考え方、日塗装が行う各種事業の普及・啓発をはじめ、この仕

事がより魅力ある産業へ進化・発展するための方策など、女性からの忌憚のない意見をお伺いしたい。 

 

内容： 

・会長挨拶 

・出席者の自己紹介（簡単に） 

・上記目的に記載した事案についての意見交換 

・その他 

 

現在までに5回開催。 

 

①東京・神奈川ブロック 

日時：令和5年3月9日（木）13:30～15:30 

場所： （東京）塗装会館2階会議室 

 

②関東ブロック 

日時：令和6年2月26日（月）14:00～16:00 

場所： （東京）TKPガーデンシティPREMIUM 

           東京駅丸の内中央 

③中部ブロック 

日時：令和6年3月7日（木）14:00～16:00 

場所： （愛知）タイムオフィス名古屋 

 

④北陸・近畿ブロック合同 

日時：令和6年10月23日（水）14:00～16:00 

場所： （石川）TKP金沢新幹線口会議室 

 

⑤四国・九州ブロック合同 

日時：令和6年10月25日（金）15:00～17:00 

場所： （香川）高松センタービル

 

 

 

写真：香川会場での模様 



女性の定着促進に向けた取り組み 一般社団法人日本塗装工業会

令和7年度 けんせつ女子ビューティーセミナーPlusの開催

令和3～6年度にかけて全国10会場で開催した「けんせつ女子ビュー
ティーセミナー」を、本年度より男性も参加できる形へとリニューアルし、
「けんせつ女子ビューティーセミナーPlus」として実施。

一般向けセミナーでは、参加者がグループワークを通じて、自職場の

「よいところ(GOOD)」と「もう少し～だといいな(MORE)」をピック
アップ。MOREについては解決策を参加者同士で検討した。
さらに、現場で働く人たちのためのスキンケアやメイク情報提供としてし
て化粧品会社を招き情報講義を実施。

経営者向けセミナーでは、企業経営にダイバーシティ推進の必要性を説

き、女性をはじめとした多様な人材が活躍できる企業風土づくりのヒン
トを提供した。

[プログラム]
・ビューティーセミナー 講師 資生堂ジャパン ㈱ ソーシャルエリアパートナー

（一般向け）
講演「ダイバーシティ推進基本の『キ』」～多様性がつくる未来の建設・塗装業界～

(経営者向け）
講演「ダイバーシティ経営『基本のキ』」色とりどりの個性で、組織を強く彩る
(公財)日本生産性本部 経営コンサルタント 深田 絵里 氏

開催実績
令和7年 8月12日 会場・熊本城ホール（熊本県） 参加者(一般向け)43名(うち男性5名）、(経営者向け)18名
令和7年11月25日 会場・金沢商工会議所（石川県） 参加者(一般向け)47名(うち男性5名）、(経営者向け)15名

スキンケア実演

グループワーク
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